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第
八
十
代
大
宮
司
宗
像
氏
貞
公
の
法
要
が
命
日
の
三
月
四
日
、

菩
提
寺
で
あ
る
承
福
寺
の
埜
村
住
職
以
下
二
名
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、

こ
の
地
に
住
み
代
々
墓
守
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
占
部
一
族
、
地
元

今
門
地
区
の
皆
様
、
当
大
社
よ
り
高
向
宮
司
が
参
列
し
公
の
遺
徳

を
偲
ん
だ
。

氏
貞
公
は
十
六
世
紀
後
半
の
戦
国
時
代
末
期
を
、
大
友
氏
、
龍

造
寺
氏
、
島
津
氏
、
毛
利
氏
等
の
大
勢
力
が
北
部
九
州
を
支
配
化

に
置
こ
う
と
鏑
を
削
る
中
、
懸
命
に
神
郡
宗
像
を
守
り
抜
い
た
英

傑
で
あ
る
。
又
、
乱
世
に
あ
っ
て
辺
津
宮
や
中
津
宮
の
本
殿
再
建
を

は
じ
め
、
神
郡
宗
像
内
の
荒
廃
し
た
社
寺
の
復
興
に
も
努
め
ら
れ
た
。

し
か
し
病
を
こ
じ
ら
せ
、
天
正
十
四
年
春
(
-
五
八
六
）
蔦
ヶ
岳

城
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
。
氏
貞
公
は
自
ら

の
死
を
三
年
間
秘
す
よ
う
遺
命
さ
れ
た
為
、
亡
骸
は
占
部
右
エ
門

こ
う
じ
ょ
う

が
竹
皮
籠
に
納
め
深
夜
密
か
に
上
八
村
「
乙
尾
の
丘
上
・
老
松
の

下
」
に
埋
葬
さ
れ
た
。

こ
の
墓
前
祭
は
昭
和
六
十
年
よ
り
当
大
社
と
承
福
寺
が
隔
年

で
奉
仕
し
て
い
る
。
郷
土
を
守
り
抜
い
た
中
興
の
祖
・
氏
貞
公
御

一
代
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
、
我
々
も
更
な
る
神
徳
宣
揚
に
心
を

尽
く
す
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

頁
公
墓
前
祭

年
は
承
福
寺
に
よ
る
法
要
、

公
の
遺
徳
を
偲
ぶ
s

♦
宗
像
・国麗ぼ●
1 • 2日春季大祭
(1 日目）

午前 1 1 時～一日祭
(2 日目）

午前 1 1 時～二日祭
午前 1 1 時40分～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

宗像獲国神社春祭

交通安全講社祭

つ，， なみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 1 1 時～総社祭

17日沖・中両宮春季大祭

午前 1 1 時～
於＝大島・中津宮

29日昭和祭

午前 1 1 時～

お見舞い
この度の東北地方太平洋沖地震で被災されました

方々に衷心よりお見舞い申し上げますとともに、

一日も早いご復興をお祈り申し上げます。

宗像大社

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

総合建築業燥式会社i江 4且
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4Q)32-2567

宗像大社ホームページ http:/ /www.munakata-taisha.or.jp/ 
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え醸 悶祭の事た
ら造大係が誠に三春
れさ前者‘を終月を
‘れに参境捧え十思
宗tーは列内げた九わ
像ほ玄の．るこ日せ

<>:] ［円t冒［ム新山さ社酒告醸に
云酒のれで造し造恵
負が幸ナこ酒報感をま
、供、°造賽謝無れ

......................................................................... 

が感だ 執が本る当
益謝新修り参店勝大
々す酒祓行列＾屋社

像て たさが栄るがのわ‘祠酒の
大も引゜れ葦えと芳後れ午酒邑御
社報き 合津る共醇‘た前 神
ヘ賽続 々禰様にに昨゜十宗、酒
の祭き 玉宜祈今出年 一雙のを
神を本 串に念後来葺 時ー露醸
皇、斎殿 をよすもたt'- にの一造
行に 奉りる酒こ仕 祭代了し

感、ぉ 莫奏祝造と込 典表伊て
謝宗い し上詞元をん が者豆い
........................................................................................................ 

清むで杜ののと 縁るとるさ
酒昨お氏あ心言昔で゜当松れ
を今らはるをわよあそ大尾て
大、れ自吟持れりるれ、社大き

爪[: [9 ：口｀。［ [ [ : 
召見胃t塁臀丘音 しのり、言脚詞瞑―奉一碑屋l麟詞」宴
゜人日もなし術 て市御は人酒と古 たてし
は本っぃなは、 鎮杵祭京々造しく松°祭‘
伝酒てとけ無て 座島神都に業てよ尾 典玉
統離取ぃれ論 さ姫はに篤 知り は串
のれりゎば‘裔 れ命大鎮くをら酒大 終を
あが組れコ慈じ るで山座信営れの神 了捧
る進ん、ク愛← 由あ咋す仰む、神は しけ

松
尾
神
社
祭
斎
行

S

境
内
末
社
・
松
尾
神
社
で

神
酒
醸
造
に
感
謝
s

I 人事異動（神職） 4月 1 日付で人事異動を左記の通り行いました。 ] 

II 
l1 ヶ // // // // ヶ ヶ // ヶ ヶ ヶ // 

訟
越
裕
介

日
高
庸
介

鈴
木
祥
裕

吉
野
理

松
林
拓

壱
岐
貴
寿

大御坂
塚床本

宗直
延之敬

神
島

亘

中
原
裕
生

佐
々
木
大
冶

長
友
貞
冶

権
禰
宜
杉
山
安
彦

渡
邊
秀
丸

宮
司
高
向
正
秀

禰
宜
葦
津
幹
之

神
宝
館
々
長

庶
務
部
長

社
務
本
局
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長

氏
子
青
年
会
事
務
局
長
（
兼
）

経
理
部
長

海
洋
分
局
長

祭
儀
部
長

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

宮
司
兼
務
社
管
理
主
任
（
兼
）

経
理
部
会
計
課
長

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
長
（
兼
）

氏
子
青
年
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
長

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
主
任

氏
子
会
幹
事
長
（
兼
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
長
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

海
洋
分
局
主
任
（
中
津
宮
）

庶
務
部
広
報
課
主
任

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
主
任

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

庶
務
部
広
報
課
員

宮
司
秘
書
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
員
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
青
年
会
事
務
局
（
兼
）
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渡
邊
禰
宜
、
神
宮
五
大
祭

「
祈
年
祭
」
へ
出
向
奉
仕

S

宗
像
＿
―
-
神
の
御
親
神
・
伊
勢
神
宮
に
て
S

五慮
大に毎
祭よ年
奉り、

仕実神
は施宮
‘さよ
一れり
般て特
神い別
職るの
が神御
神宮配
....................... 

ら機宮
れ会の
まで祭
す四典
゜十に
平七奉

奉り奉ー岡高祈十感都仕
仕‘仕名・知年七—道で
のこすが大．祭日十府き
機畠る出g長丘の三県る
会そ事向県崎愛内年に唯

畠畠旦贔府揺媛賓汀冒；
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

を前わし る下祭で大祭十年 を神き
供四れて神重の‘斎神で月祭神勤宮‘
進時ま‘宮要名神行宮‘の二宮めへ当
ぷよす先のな代嘗さ＾皇神ハのま出社
、り°す祭祭と祭れ外大嘗月五し向よ

,1 [ [ : ; ] ] ] : [ ][ [ : ［合た喜』
塁二外祭宮。累ば累竺宣五〗［ 胃胃
りお宮典先 参天も一との次月 御が
-,食でが祭 向皇祈五豊新廷の 奉伊
奉見事午行と す陛年社受嘗交祈 仕勢
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
下がに 捧勅おれ年皇当行午十ま幣言幣言

鯉正芦べr裏澳ビきき旦凪且墨ミ且且ゑ且員属凸咎Lここここここ」温］呵篇悶宮悶喜；、：璽且わ：後麗：す：塁ぽ云
特でて の八明神がと神る宮奉二田役祭れ差にのりが、ま面の内納皇

旦胃突悶胃胄掴喜胄ぢ喜：胃嬰ょ厚混胃；這窒嬰胄雙雷内竺［胃云雫
奉しき祭をは導職‘れ式がをせ名祭りで わた神祈にに祈奉御、行ょ
幣てなの行念をょ斎るにで拝ての主まは さめ宮りこて年慧巴午わり
：誓緊祭輩入受り館独はき見い後‘せ‘ れににさの天祭と、前れの

覧[9 : [ [ ;>[] ̀  t : : ] ]息： 霊・-~ ~· :, 

宮。中全 法に説に法←。す神き以た職 を
...................................................................................................................................................................... 

をま雪白 強不瞬宮白るて笏宮て動にごり女
体りにくこく思‘の石゜俯ふ拍司祭・皇奉と・
感‘耐残の感議こ悠の静伏ざ子祝り畏室仕瑞池

烹冒孟畠口ょさ案腐魯喜祠客塁晶琴露哀胃儡
ま宮、体垣数瞬を、問時見中か図上使感いるに子
崖書凰四晨 9 t悼麿閾闘、冒且負畠土悶そo f 9 冒喜悶冒雙開皇し、 9 止可
ぃ＜御華 て在中な前ぢりき文□↓をのり様天らに御こは殿覚鳥儀窟匂少
芯繋翡誓た、忠こ、誓髯辰冒嘉、 9だ，し思； 9 旦閾皐禁宕悶｝箪闊しさ房を霊齋
拿醤温己 言詈竺祠虐子臣問天で疇琴宕 Z 睾と、誓贋Ii麿讐；胃皇悶闘畠
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神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会

英
霊
顕
彰
事
業
「
台
湾
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
」

s

当
大
社
よ
り
長
友
権
禰
宜
が
出
向
s

特別公開「歌人たちの競演」
I ～宗像大社所蔵五紐の三十六歌仙図扁額～
桃山～江戸時代にかけて、宗像大社へ奉納された三十六歌仙図扁額を

特別公開します。年に一度、期間限定の貴重な特別公開。

和歌の趣、大和絵の美が融合する雅の世界をどうぞご堪能下さい。

小
野
小
町

延
宝
八
年

黒
田
光
之
奉
納

駒署U;I 平成23年4月 15 日（金）～6月 6 日（月）
爵帽宗像大社神宝館 3階展示室

I卦翡翡l ●大人 500円
●大学・高校生 300円

●中・小学生 200円

◎ 15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため下記日程で開館状況を

変更します。どうぞご了承下さい。

会期前：平成23年4月 13 日（水）、 14 日（木）

神宝館 1 階、 2階展示室を開館。拝観可。

会期後：平成23年6月 7 日（火）、 8 日（水）

神宝館 1 階展示室のみ開館。拝観可。
~ ~, 

一
英
霊
の
大
き
な
功
績
を
讃
へ
つ
了
も
足
を
止
め
祭
典
に
参
列
を
さ
れ

二
¢
、
戦
後
六
十
六
年
が
経
っ
た
今
二
し
い
た
。

：
も
両
国
は
正
し
き
国
交
が
結
ば
れ
一
戦
後
六
十
六
年
が
経
ち
、
現
在

二
し
い
な
い
現
状
を
憂
い
、
ま
た
今
後
二
我
国
が
平
和
で
あ
る
こ
と
に
対
す

：
も
変
は
ら
ぬ
世
界
平
和
、
そ
し
て
：
る
感
謝
の
念
が
徐
々
に
薄
れ
ゆ
く

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
二
目
、
福
岡
空
港
よ
り
台
湾
へ
と
渡
っ

□
取
り
壊
さ
れ
、
忠
烈
祠
や
廟
が
建
：
台
湾
の
行
く
末
を
担
ふ
若
者
を
守
丁
中
、
参
加
者
一
同
こ
の
平
和
の
礎

（
九
州
地
区
の
四
十
歳
以
下
の
青
了
た
。
二
J
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
慰
i
り
導
き
頂
く
よ
う
祈
念
す
る
祝
詞
丁
こ
な
ら
れ
た
台
湾
出
身
の
英
霊
の

年
神
職
で
組
織
）
の
英
霊
顕
彰
事
一
先
の
大
東
亜
戦
争
に
於
い
て
約
二
霊
祭
を
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
た
旧
桃
こ
か
奏
上
さ
れ
た
。
祭
典
に
は
参
加
丁
大
恩
に
報
い
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

業
と
し
て
、
去
る
二
月
二
十
ニ
ー
ニ
―
十
万
人
の
台
湾
人
が
日
本
軍
人
・
」
園
神
社
は
現
地
住
民
や
学
識
者
の
一
会
員
の
他
、
先
輩
神
職
、
建
設
業
i
神
道
教
化
を
通
し
公
益
に
資
し
て

二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
台
湾
一
軍
属
と
し
て
出
征
し
、
そ
の
内
約
二
熱
烈
な
要
望
に
よ
り
奇
跡
的
に
そ
i
関
係
者
、
更
に
観
光
に
訪
れ
た
方
々
二
付
く
事
を
固
く
誓
い
あ
っ
た
。

で
初
め
て
純
神
式
に
よ
る
台
湾
出
ニ
ニ
万
人
が
戦
死
・
戦
病
死
し
て
い
二
り
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
保
存
さ
~

身
戦
没
者
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
：
〇
。
そ
し
て
、
二
七
、
八
六
四
柱
の
丁
れ
て
い
る
。

れ
、
長
友
安
隆
会
長
（
宮
崎
県
・
」
御
霊
が
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
[
-
行
は
旧
桃
園
神
社
跡
に
到
着
i

青
島
神
社
宮
司
）
以
下
役
員
・
会
：
る
。
二
伎
、
早
速
に
祭
場
舗
設
並
び
に
習
i

具
一
十
三
名
の
奉
仕
団
は
二
十
ニ
一
ま
た
、
台
湾
に
は
台
湾
神
宮
を
：
礼
を
行
い
、
長
友
会
長
が
斎
主
を
一

は
じ
め
、
戦
前
ま
で
約
二
務
め
台
湾
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
[

:
l六
十
八
社
の
海
外
神
社
が
、
盤
渉
調
の
楽
奏
（
当
大
社
の
長
~

が
鎮
座
し
て
い
た
が
、
二
反
権
禰
宜
は
雅
楽
を
奏
で
る
伶
人
一

戦
後
国
民
党
政
府
の
入
：
と
し
て
参
加
）
の
中
厳
粛
に
斎
行
さ
i

植
に
よ
り
そ
の
多
く
が
丁
れ
た
。
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宗
像
大
社
菊
花
会
・
（
社
）
全
日
本
菊
花
連
盟
九
州
地
区

新
年
総
会
並
菊
作
り
講
習
会
を
開
催

二
月
二
十
六
日
、
宗
像
大
社
菊
丁
大
会
の
記
念
誌
を
作
成
し
た
事
を
二
J
い
る
、
宮
崎
菊
花
会
の
中
村
年
輝
一

花
会
の
新
年
総
会
並
び
に
菊
作
り
二
事
務
局
よ
り
報
告
し
た
。
i
会
長
に
講
師
を
お
願
い
し
「
私
の
大
i

研
修
会
が
神
湊
の
魚
屋
旅
館
で
開
一
記
念
誌
に
は
菊
花
大
会
の
大
輪
二
菊
作
り
」
と
題
し
講
演
頂
い
た
。
一

催
さ
れ
、
千
々
和
会
長
以
下
約
八
十
口
盆
栽
．
懸
崖
の
三
部
門
で
実
績
を
残
~
い
づ
れ
も
受
講
者
か
ら
の
質
問
[

名
の
会
員
が
出
席
し
た
。
一
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
よ
る
惜
し
み
こ
か
絶
え
ず
、
予
定
時
刻
を
惜
し
む
一

新
年
総
会
で
は
、
第
四
十
-
回
[
な
い
寄
稿
、
長
年
審
査
員
と
し
て
会
丁
ょ
う
に
終
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
懇
親
一

大
会
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
論
議
が
こ
」
ご
尽
力
さ
れ
、
現
在
顧
問
の
吉
田
：
会
で
は
、
講
師
の
中
村
先
生
も
交
え
一

な
さ
れ
、
事
務
局
が
提
示
し
た
日
二
徹
生
先
生
に
こ
れ
ま
で
の
大
会
の
二
し
会
員
一
同
互
い
の
菊
作
り
に
つ
い
~

程
で
概
ね
了
承
を
得
た
。
ま
た
昨
i
歩
み
を
寄
稿
い
た
だ
き
く
な
ど
充
●
て
話
は
尽
き
な
い
ま
ま
平
成
[

年
節
目
の
年
を
迎
え
た
第
四
十
回
」
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
―
十
三
年
の
新
年
総
会
並
び
に
菊
一

総
会
終
了
後
は
、
全
菊
連

□作
り
研
修
会
は
閉
会
し
た
。
一

九
州
地
区
菊
作
り
講
習
会
が
一
尚
、
本
年
の
第
四
十
一
回
大
会
一

行
わ
れ
、
先
ず
（
社
）
全
菊
連
こ
ほ
十
一
月
一
日
（
火
）
ー
ニ
十
二
日
[

石
原
睦
生
理
事
に
よ
る
「
公
二
火
）
ま
で
の
開
催
日
と
な
っ
て
お
り
i

認
審
査
員
の
心
得
及
び
審
査
二
ま
す
。
今
秋
も
是
非
菊
花
を
愛
で
一

基
準
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
一
に
ご
参
拝
下
さ
い
。
一

習
会
が
行
わ
れ
、
審
査
員
の
[
`
|
'

資
格
を
有
す
る
方
に
は
重
視
一
し
も
，

す
る
点
を
、
ま
た
会
員
に
は
審
―
-
i
-

査
基
準
を
詳
し
く
説
明
い
た
―
―
召

だ
き
、
出
品
の
際
の
注
意
点
な
―
―
―

ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
。
口
‘

続
い
て
、
国
華
園
主
催
の
口
忽

全
国
菊
花
大
会
に
お
い
て
昨
丁
-
t

年
七
度
目
の
日
本
一
を
受
賞
i

さ
れ
、
大
菊
作
り
に
お
い
て
は
i

現
在
最
高
の
技
術
を
有
さ
れ
i

沖津宮現地大祭のこ‘‘案内
本年も年に一度、沖ノ島へ渡島参拝できる沖津宮現地大祭を5月 27 日斎行致します。

下記、要項で参拝者を募集致しますので、ご希望の方はお申込み下さい。

— ←の祭典は、国家の命運をかけて明治38年5月 27 日沖ノ島北西洋上より行われた日本海海戦を卜して斎行

するものであり、魚釣りや遊山、遺跡調査等での渡島はお断り致します。

②沖津宮祭祀遺跡のご説明は行いますが、聖域のため立ち入りは出来ません。

③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰りは出来ません。

④厳重なる掟により、婦女子の参拝は固くお断り致します。

·揖這直g」
①沖津宮奉賛初穂料として、 1 名に付20,000円をお納め頂きます。
②ご希望の方は、当大社にご連絡いただき「申込書」をお取り寄せ下さい。

必要事項をご記入の上、ご返送いただいた時点で受付と致します。

③約200名の定員となっておりますので、受付先着順で定員になり次第募集を終了致します。
④前日 (5月 26 日） 18: 00 より、渡島安全祈願祭を斎行し、説明会を行いますので、それまでに大島へ渡島頂きます。
⑤年齢70歳以上の方、健康状態が良好でない方、長時間の乗船に耐えられない方はご遠慮下さい。

⑥海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島の遥拝所で祭典を斎行致します。

( お申し込み•お問い合わせ先宗像大社・祭儀部電話(0940)62-1311 J 
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社
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
受
け
入
れ
る
運
び
と
な
っ
“
〖
g
i


た
。

□]
叫
[
]
□
□
/
]
/
]
[

＝り1,1.'.;,
・一てつ • 9- ’ •— 

ヽ•E·

~.. 

九
州
女
子
短
期
大
学
生

職
場
体
験
学
習

過
日
、
弥
生
十
一
日
に
起
き
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
で
の
容
赦
の
な
い
自
然

の
猛
威
が
全
て
を
飲
み
込
む
映
像
が
目
に

焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
。
一
方
、
海
外
の

報
道
で
は
こ
の
大
惨
事
に
際
し
、
日
本
人
の
暴
動
も

略
奪
も
起
こ
さ
ず
、
秩
序
あ
る
行
動
に
対
し
敬
服

し
賞
賛
の
言
葉
が
数
々
寄
せ
ら
れ
た
。
元
来
、
神
社

は
、
海
・
川
・
山
・
石
等
に
神
を
見
、
地
震
・
噴
火
・

台
風
・
日
照
り
・
大
雨
な
ど
自
然
災
害
の
鎮
め
の
祈

り
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
マ
人
間
の
力
で
は
抗

い
よ
う
の
な
い
自
然
の
大
き
な
力
に
対
し
畏
怖
し
、

豊
か
な
恵
み
に
は
感
謝
を
捧
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
際
し
何
か
と

感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
胸

が
詰
ま
る
マ
モ
ノ
に
溢
れ
衣
食
住
に
恵
ま
れ
る
事
が

当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
は
一
昔
前
と
同
じ
で
あ
ろ
う

か
。
実
の
と
こ
ろ
こ
の
欄
で
今
の
日
本
に
は
「
側
隠

の
情
」
が
薄
れ
て
き
た
の
で
は
？
と
書
く
予
定
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
他
人
の
不
幸
を
自
分
の
事
の
よ
う
に
痛

み
悲
し
む
気
持
ち
の
事
で
あ
る
。
被
災
者
に
寄
せ
ら

れ
た
全
国
民
の
真
心
は
、
ま
さ
に
側
隠
の
情
で
は
無

か
っ
た
ろ
う
か
。
今
こ
そ
我
々
は
手
を
取
り
合
い
、

こ
れ
ま
で
の
平
々
凡
々
の
日
々
が
当
然
な
の
で
は
な

く
自
然
に
対
す
る
感
謝
と
畏
怖
の
念
を
改
め
て
思

い
起
こ
す
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
の
惨
禍
よ
り

復
興
し
た
後
も
後
世
に
確
実
に
語
り
継
ぐ
こ
と
も

ま
た
、
我
々
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
共
に
、
心
か
ら
鎮

め
の
祈
り
を
捧
げ
た
い
。
（
長
）
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側調業事 めし整山の
の査に業こてて備一鹿昨
区がよ鹿のの開さの祁年
画行つ部遺遺園れ良面＋
溝~;届荏喜よ云あ了ー
儡翌皐晨畠ほ五胄畠 R]
丞柱一区市皐冒塁塁畠且

一、ーー．閑建年画都あで八跡駅、
地物に整心っ、薗が後古

羹ギ~•こ：: : ：儡：てゼ：: : : 
建ら＝にて画れに て東建状は西次中べ発°もに゜前古
物北柑墨幅のてはまい域物に‘を・頃る掘 建わ調石墳
3 へ建止 60 溝い溝たるに配配楓溝六 s とさ 物た査大時
‘建ち柱 m にたに、°空置置止で次七五れ 群そ輩型代

喜ャ霞謬讐胃麗翌認 悶胄ょ猛誓塁葛霜猛 ヽg成建後
4 、かか間し； ] [ 直;[ ] [ : 9 日［ : : : : : 

しか 4 を物のを建つのは概 認次ま見五
は組の 設の高 L 物たで六要 さ調でさ 0
区ま間 け北い字群。、世を れ査十れ 0
............................................................................................................................................................ 

ほとあとや をけに中れ l 積側柱柱たの廷

高謬色骨畠后謳言胃闘嘉心 70 督胄鵞認鴇讐
規 4 建れのらしど 3 な床． 57 物の置 2、軸一

］［塁塁邑伍忍警響塁璽言：警冨葦暫嚢祠誕飯、し習学平にさ 跡あは屯：謀窃筑芝体墓八五とも北にで造云浮倉紀 がはす西

嬰認究 9 盆崩褒負竺罵］；馴差舟：姿萎］さ釦 9 ;〖憂息：塁王丑匹
闘玉年と胄互；‘が棗虔宣予惜負靡雷物札喜眉碧費位直ぶ阜胃t：胃畠喜□'の里畠 笠舞の里] :』!]:ii: 9 : : : I [ : ; : i ; 柱］こ 画
□/a:襄：よ：：団［〖］已星ぎ
花見喜っ三叩99詞詞言

'悶五まが闘置夏と［名五篇： l念釘
てい賀た見群、約開月っ七と物

叫下ミ[`、[`̀ ì ] [] みあけ史跡公園・周辺案内図 はイのう内透柱群けて福。要
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公
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い
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だ
し
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鹿部田渕遺跡想像復元図
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

]
う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

i
あ
の
に
が
き
せ
ん
ぶ
り
た
び
た
び
薬
湯
に
し
て
母
親
が
飲
ま
せ
く
れ
た
り

ん
ぶ
り
の
苦
さ
は
母
の
味
な
の
か
、
母
へ
の
感
謝
と
懐
か
し

[
コ
旦
が
素
直
に
詠
ま
れ
た
歌
。

i
宗
像
市
曲
天
野
玲
子

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
]
銀
髪
と
よ
く
も
名
付
け
し
わ
が
髪
の
落
ち
た
る
一
本
光
る
を
見
れ
ば

解
す
る
に
あ
ら
ね
ど
永
き
伝
統
の
雅
楽
に
見
入
る
初
の
舞
台
に
~
生
活
の
中
の
発
見
が
多
い
作
者
。
二
句
は
〈
よ
く
ぞ
〉
結
句
は
〈
し

[
汀
汀
遭□謬
只
疇□汀
言
汀
い
。
作
者
。

[
9ろ
が
ね
に
光
る
〉
な
ど
と
し
て
も
。

]
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
ビ
ー
玉
の
芯
に
炎
と
燃
え
て
ゐ
る
嵌
め
殺
し
の
紅
揺
る
る
こ
と
な
し

一
子
供
の
こ
ろ
色
つ
き
の
ビ
ー
玉
は
宝
物
だ
っ
た
。
嵌
め
殺
し
は

恵
方
巻
き
寿
司
一
本
を
も
て
あ
ま
す
胃
の
腑
は
す
で
に
齢
を
知
れ
り
[

5言
仕
誓
心
汀

0下
の
句
に
老
い
の
嘆
き
と
ユ

l
[表
現
と
し
て
面
白
い
が
、
先
ず
窓
を
連
想
す
る
の
で
、
下
の
句

]
を
〈
封
じ
ら
れ
た
る
紅
揺
ら
が
ざ
る
〉
な
ど
と
。

~
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
ぃ

~
植
え
か
へ
し
二
鉢
の
梅
白
々
と
曹
も
交
る
寒
風
の
中

三
尺
に
満
た
ざ
る
苗
木
〈
一
五0
0
エ
ン
・
ロ
無
シ
〉
と
あ
り
神
苑
植
木
市
i

5言
紅
譴
汀
霜
《
闘
譴
汀
謬
諄
員
。
る

o
D
言
麟
詞
＜
汀
緯
筐
讐
ぺ
春
を
作
者
は
見
て
い
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
i

~
よ
そ
と
せ
を
九
国
に
住
ま
ひ
六
つ
の
花
懐
し
む
の
み
の
わ
が
こ
こ
ろ
ぐ
し

風
邪
癒
ゆ
る
兆
し
な
り
し
か
今
朝
の
夢
春
り
ん
ど
う
の
咲
く
山
巡
る
i

I
I風
邪
に
も
負
け
な
い
作
者
。
春
り
ん
ど
う
が
効
い
て
い
る
。
二
：
ー
こ
こ
ろ
ぐ

句
は
〈
な
り
し
や
〉
と
切
る
と
語
感
が
柔
ら
か
い
。

l
，
し
言
葉
探
し
に
意
欲
的
な
作
者
。
九
国
は
九
州
。
心
苦
し
は
言
わ

一
ず
、
六
つ
の
花
の
具
体
や
描
写
に
言
葉
を
使
い
た
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
苗
木
の
新
芽
に
さ
や
り
み
る
移
植
一
年
冬
を
越
し
た
り
~
福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

ロ
精
言
鱈
鯰
詞
闘
疇
汀
0
苗
に
託
し
、
自
身
の
無
事
二
購
え
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
手
に
さ
て
何
を
吹
く
か
と
思
案
「
埴
生
の
宿
を
」

]
-
"
一
新
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
弾
む
心
が
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
四

~
句
〈
吹
く
と
思
案
し
〉
と
す
る
と
言
葉
が
な
だ
ら
か
に
つ
な
が
る
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

春
陽
や
団
地
の
畑
に
大
根
の
笠
々
立
ち
は
て
て
花
芽
つ
け
お
り
．
~
北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

=
汀
[
口
)
[
』
冒
汀
汀

□。
を
留
め
た
一
首
。
四
句
は
、
は
春
の
関
光
に
欅
の
梢
の
明
る
み
て
芽
吹
き
の
時
を
静
か
に
待
っ
ら
し

i
春
を
待
つ
気
持
を
欅
の
梢
に
託
し
た
一
首
。
陽
光
を
ひ
と
読
ま

宗
像
市
武
丸
こ
お
り
白
土
凌
―
]
せ
る
の
は
少
し
無
理
、
日
か
陽
に
。

大
雪
で
身
も
ち
ぢ
ま
ん
や
氷
張
る
春
待
ち
ど
う
し
鳥
の
鳴
き
声
一

待
つ
作
者
。
言
葉
を
整
理
し
〈
大
雪
と
氷
張
る
日
に
ち
ぢ
[

口
冒
は
鳥
の
来
て
鳴
く
春
待
ち
ど
お
し
〉
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

し
の
び
よ
る
老
い
振
り
払
ふ
様
に
し
て
赤
き
セ
ー
タ
ー
に
着
替
へ
出
で
ゆ
く
[

で
お
洒
落
な
作
者
が
魅
力
的
。
ニ
・
三
句
〈
老
い
は
払
は
ん
~

ロ
賢
き
赤
き
…
〉
な
ど
と
し
て
は
。

世
話
を
せ
ぬ
蘭
に
こ
の
年
ふ
た
た
び
の花

咲
き
出
づ
る
を
吉
兆
と
決
む

森
林
の
な
か
の
一
樹
を
さ
が
す
ご
と

一
首
を
も
と
め
全
歌
集
繰
る

制編発電
作
・集行
印
刷人人話

住

所

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

眉俳
句
作
品
集

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

梅
の
木
に
メ
ジ
ロ
見
付
け
春
を
知
る

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

デ
コ
ポ
ン
の
形
お
も
し
ろ
や
亀
鳴
け
り

日
日
冠
濯
言
讀
戸

更
に
伴
い
、
紙
面
の
意
匠
を
は
じ
め
、
ご
高
齢
の

方
に
も
読
み
や
す
い
書
体
に
す
る
な
ど
の
改
善
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度
と
な
り
齢
三
十
の

新
し
い
広
報
課
員
が
編
集
者
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。
次
号
よ
り
彼
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
▼
さ
て
、
戦
後
最
大
の
国
難
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
。
未
だ
行
方
不
明
者
が
一
万
人

を
超
え
る
中
、
大
学
時
代
最
も
親
し
か
っ
た
南
相

馬
市
の
友
人
が
被
災
、
安
否
を
確
認
す
る
の
に
四

日
か
か
り
ま
し
た
▼
彼
の
奉
務
神
社
は
海
岸
か
ら

約
4

よ
内
陸
の
高
台
に
あ
り
、
本
人
も
家
族
も
無

事
で
し
た
が
、
鳥
居
や
石
垣
が
崩
れ
祭
祀
は
滞
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
津
波
が
到
達
す
る
ま
で

3
0分

程
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
多
く
の
方
々
が
命
を
落

と
し
、
家
を
失
う
な
ど
さ
れ
た
の
は
報
道
の
通
り

で
す
▼
さ
ら
に
原
発
の
半
径

3
0キロ
圏
内
に
も
入
っ

て
お
り
、
新
潟
へ
避
難
、
今
後
富
山
へ
移
る
よ
う

で
す
。
「
家
に
何
か
取
り
に
帰
っ
て
た
ら
ダ
メ
だ
っ

た
。
そ
れ
で
沢
山
や
ら
れ
て
る
」
「
津
波
が
ね
…
原

発
が
余
計
だ
っ
た
」
。
被
災
者
で
あ
り
、
体
験
者
で

あ
る
彼
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
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塚
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